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作る趣味の極致は料理

株式会社榎戸材木店
会長　榎 戸 正 人

　「家庭菜園で野菜を作る」、「日曜大工で端材を使い、木の小物を作る」、「自称、作家として文章を作

る」、「折り紙作品を作る」など「作る」ことが私の趣味ですが、その極致は料理でしょう。そもそも家庭

菜園で野菜を作ることにしたのも、安心、安全な無農薬、有機農法の野菜で料理を作り、家族に食べて

もらいたかったからです。

　 2冊の料理本、テレビの料理番組が私の先生ですが、物覚えが悪いので料理するたびにレシピを確認。

でも、レシピ通りに作るのではなくアレンジしたりもします。レシピに書いてある食材は高いものが多

いからですが。

　鶏肉もレシピには「もも肉」と書いてあるのですが、もも肉より胸肉の方が安い。いかにして胸肉をも

も肉並みに柔らかくジューシーにするかも試行錯誤。買ってきた胸肉の両面をフォークでブスブスと突

き刺してビニール袋入れ、そこにヨーグルトと牛乳を30㏄くらい入れて、よく揉み込んで 2 ～ 3時間ほ

ど置き、料理する前に再度、揉み込む。これで胸肉はもも肉並みに柔らかくジューシーになります。

　料理をしたことのない人でも簡単に作れる鶏肉料理をご紹介します。これを作って出せば「パパって、

すごい！」と再評価してもらえることは確実です。上記の柔らかくした鶏の胸肉を、ただ塩コショウを

振ってフライパンで焼いて、自作のソースを加えて更に焼くだけ。片栗粉や小麦粉、パン粉などの「こ

ろも」を付ける必要もなく、ただ焼くだけです。

　まず、上記のように柔らかくジューシーにしている間に特製ソースを作ります。こちらもマヨネーズ

とチューブの練りからし、みりんと醤油を混ぜるだけ。 2人前ならマヨネーズは大さじ 4杯くらい、練

りからしは小さじ一杯くらいですが、辛いものがお好きなら多めにしても

OK。みりんは大さじ 2 ～ 3杯、醤油を大さじ 3杯ほど。これをよく混ぜ

るだけです。

　さて、いよいよフライパンで鶏肉を焼きます。サラダオイルを大さじ 3

杯くらい入れて熱します。皮の付いた方を中火で焼き目が付くまで焼き、

裏返して上記のソースをかけ、火を少し弱めて味が馴染むように肉を動か

し、適当に裏返して焼き目が付くまで焼きます。

　焦がさないようにソースをからめながら時々裏返して様子を見ながら焼

くのがポイント。

　焼きあがったら盛り付けて完成！早い話がステーキを焼くのと同じです

が、ソースをからめながら焼くのが違い。これで味付けまで完了です。

　この「からしマヨネーズソース」は優れもので、ハンバーグやカラ揚げに

も使えます。ソースだけでも作って、ぜひ、お試し下さい。

鶏むね肉を焼く

盛り付け
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これだけ厳重に保護されているクスノキの巨木も珍しい。

　主幹にはしめ縄をまわし、人を近づけない威厳のある雰囲気を漂わせている。二股分かれの巨樹は特

に珍しくないが、この大クスは根が 1段上がったところから二股に分かれている巨樹は珍しい。周囲を

掘り下げ台座のような形に掘り下げたようにも見える。この部分だけでも初めて見るような感じを受け

た。

　クスノキの根元によくあるコブについて、思い出したことをご紹介したい。

　昭和の時代、このクスノキのこぶは価値の高いものであった。そのためクスのコブを求めて銘木業者

が全国を探索しクスコブを集めていた。ところがお金になるので無断でクスコブを切り取る不心得者が

現れ、勝手にコブを切り取られる事件が起こる。神社は不心得者を防ぐため、厳重に針金を回し「わる

さ」のできぬように根元を厳重に固めていた。

　愛知銘木協で一緒だった年配の入札仲間から聞いた話がある。

　・・・ある神社のクスコブが、不心得者に切り取られてしまった。しかし、このようなご神木を痛め、

コブを切り取る不心得者には天罰が下り、命を落としたという。「天
てん

罰
ばつ

覿
てき

面
めん

」である・・・

　「天罰覿面」とは、悪いことをすると、その報いが即座に目の前で下される（バチが当たる）ことを意味

する四字熟語。ネット参照。

＜筆者のこぼれ話＞

・街路樹について　

　 5月30日の日本経済新聞の夕刊 1面に「「老木化」が進む街路樹、倒木防止へ対策急ぐー樹木医が危険

度診断」と大きく報じられていた。

　要旨は日本全国で、街路樹の「老木化」が進み、倒木による被害が増大している。関係省庁、地方自治

体の関係機関の調査は時間がかかるが、樹木の老化速度は速く、危険度の予知調査、予防措置が間に合

わない。老木化が進んだ樹木は、安全確保のため伐り倒したいが、人手が足りず危険な状態にある。残

念なのは、各地にある桜の名所の桜も伐り倒されることだ。地域住民から、桜の名所がなくなることを

惜しむ声が上がっている。「このように危険だから伐り倒せ」に対して、樹木の状態を正しく判断できる

樹木医が注目され、活躍の場が広がっている、とレポートしている。

　筆者は、関係機関がなぜもっと早く手を打たなかったかが残念でならない。樹木医の活躍の場を広げ、

補助制度等を設け、「危ないから伐り倒す」前の予防措置を講じなければならない。後手（ごて）後手（ご

て）のその場しのぎでなく、長期的な予防措置で樹木を保護し、地域の名所、シンボルとしても残すべ

きと考える。

続く
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